













































調査回 9 10 11 12 13 14 15
年 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969
読書量 3.2 2.1 2.3 1.9 2.5 2.2 1.5
不読率 11.5 33.1 27.4 34.4 27.1 32.1 43.0
調査回 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
年 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979
読書量 1.9 2.0 2.1 2.3 2.1 2.4 2.0 2.5 2.0 2.0
不読率 36.2 35.2 34.1 31.4 34.9 29.9 37.4 31.7 35.1 38.5 
調査回 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
年 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
読書量 1.9 1.7 1.9 1.8 2.1 1.9 1.8 2.3 1.9 2.1
不読率 37.3 42.0 42.3 44.1 42.8 45.0 43.5 43.9 45.3 41.9
調査回 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45
年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
読書量 2.1 1.9 2.1 1.7 1.7 1.8 1.9 1.6 1.8 1.7
不読率 41.9 50.4 45.8 51.4 49.9 46.7 51.9 55.3 47.9 48.0
調査回 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55
年 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
読書量 2.1 2.1 2.5 2.8 3.3 2.9 2.8 3.4 3.9 3.7
不読率 43.0 43.7 32.8 31.9 18.8 24.6 22.7 14.6 14.7 13.2
調査回 56 57 58 59 60 61 62 63
年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
読書量 4.2 3.7 4.2 4.1 3.9 4.0 4.2 4.5













































































































































































































































































坊っちゃん　 33 ケネディ　 29 次郎物語　 21
二十四の瞳 18 陽のあたる坂道 16 戦争と平和 15
嵐が丘 15 野菊の墓 15 十五少年漂流記 14
車輪の下 13 走れメロス 12 吾輩は猫である 12






























































































































































在籍生徒数 不参加者数 本問有効数 活かすことがある 活かしていない





















































　本研究は JSPS 科研費 JP17K04759の助成を受けたものである。
引用・注釈
１）インターネット上に公開されたオンライン小説など，電子書籍を読む行為も含
んでいる。
２）「読んだ」という文言が，「読了」を指しているかどうかは明確ではない。曖昧
さを含んだ質問となっている。
３）毎日新聞社『1998年版読書世論調査』毎日新聞社，1998，pp88-92
４）第四次の計画は，名称が「子供の読書活動推進に関する基本的な計画」と微修
正された。
５）リベルタス・コンサルティング『平成29年度「子供の読書活動推進計画に関す
る調査研究」調査報告書』2018，pp5-11
　　http://www.kodomodokusyo.go.jp/happyou/datas.html
６）「５月１か月に読んだ本」のベスト20の元データは，学年ごとに男女別で整理
23
されている。本稿においては，中学３年生のベスト20における男女それぞれの
数値を合計し，その上位15作品を掲載した。因みに，書名・作品名，作者名な
どが特定することができなかったものは本稿表中には掲げていない。
７）1971年の18歳人口（1,846,787）をもとに，５月１か月に『坊っちゃん』を読ん
だ中学３年生数を推定すると，全国で138,501名となる。
８）ライト文芸はキャラクター文芸などとも呼ばれており，『ビブリア古書堂の事
件簿』（三上延）のような作品が該当する。ライトノベルとは挿絵の扱い等の
点でいくつかの相違はあるが，同様の性質をもつものとして本稿では同一視す
る。
９）越谷和子「時代を超えて読まれる本――洗礼本」『学校読書調査25年―あすの
読書教育を考える―』毎日新聞社，1980，pp10-26
10）竹内洋『教養主義の没落』中央公論社，2003，p66
11）大橋崇行『ライトノベルから見た少女 / 少年小説史』笠間書院，2014，p41
12）同上，p25
13）佐藤ちひろ「表現のパイオニア」『ライトノベル研究序説』青弓社，2009，p64
14）毎日新聞社，前掲書，pp195-197
15）岡田滋男「著者――好きな著者とその作品」『学校読書調査25年―あすの読書
教育を考える―』毎日新聞社，1980，p92
16）1979年の「学校読書調査」において，「作家のどういうところが好きですか」
という質問がなされている。横溝・森村の両作家の作品の「どんどん読み進め
られる」点を指摘している中学生は，それぞれ26.6％と21.3％であった。岡田
滋男の主張を裏付けるような数値の高さは見られないが，それは作品の特性を
尋ねた訳ではないということが理由であると考えられる。
　　『1980年版読書世論調査』毎日新聞社，1980，p90
17）岡田滋男，前掲書，p92
18）同上
19）欠席者及び本問に回答していない者の数は「欠席等」として一括した。
20）大橋崇行「中学生・高校生による読書の現状とその問題点」『東海学園大学研
究紀要人文科学研究編』No.21，2016，p15
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